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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月22日(2021.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つのＡＣ電力生産ユニットを含むＰＶ発電所であって、前記少なくとも１つ
のＡＣ電力生産ユニットのうちの１つまたは複数の各々は、
　ｘ　ＭＷ太陽電池ストリングから構成されるＤＣ発電機であって、ｘが正の数字である
、ＤＣ発電機と、
　ｙ　ＭＷの合計公表電力定格をもつ１つまたは複数の第１のＤＣ／ＡＣ３相コンバータ
であって、前記ＤＣ発電機によって提供されるＤＣ電力を受け取り、受け取った前記ＤＣ
電力をＡＣ電力に変換し、その変換されたＡＣ電力を、トランスを通して電力グリッドに
提供する１つまたは複数の第１のＤＣ／ＡＣ３相コンバータと、
　エネルギーリザーバであって、前記ＤＣ発電機によって生成された前記ＤＣ電力の残り
の部分の少なくともいくらかを該エネルギーリザーバの入力において受け取るように構成
されるエネルギーリザーバと、
　ｚ　ＭＷの合計公表電力定格を有する１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバー
タであって、ｚは正の数字であり、前記エネルギーリザーバからＤＣ電力を該１つまたは
複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータの入力において受け取り、前記エネルギーリザー
バから受け取った前記ＤＣ電力をＡＣ電力に変換し、その変換されたＡＣ電力を、トラン
スを通して前記電力グリッドに提供するように構成される１つまたは複数の第２のＤＣ／
ＡＣ３相コンバータと、
　前記エネルギーリザーバの前記入力と前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コン
バータの前記入力が同時にオンとならないように、前記エネルギーリザーバの前記入力及
び前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータの前記入力をオンにしオフにす
るように構成されるスイッチングメカニズムと
を含み、
　ｙとｚの和はｘよりも大きい、
ＰＶ発電所。
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【請求項２】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、前記ｙとｚの和はｘの２倍よりも大きい、ＰＶ発
電所。
【請求項３】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、前記ｙとｚの和はｘの１．１から２倍の間である
、ＰＶ発電所。
【請求項４】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、ｙはｘよりも小さい、ＰＶ発電所。
【請求項５】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、ｚはｘよりも大きい、ＰＶ発電所。
【請求項６】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、前記少なくとも１つのＡＣ電力生産ユニットは複
数のＡＣ電力生産ユニットであり、（ｙ＋ｚ）／ｘの比は前記複数のＡＣ電力生産ユニッ
トの各々に対して実質的に同じである、ＰＶ発電所。
【請求項７】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、
　第１のデカップリングデバイスであって、該第１のデカップリングデバイスを通じて前
記ＤＣ発電機は前記１つまたは複数の第１のＤＣ／ＡＣ３相コンバータにＤＣ電力を提供
する、第１のデカップリングデバイスと、
　第２のデカップリングデバイスであって、該第２のデカップリングデバイスを通じて前
記ＤＣ発電機は前記エネルギーリザーバにＤＣ電力を提供する、第２のデカップリングデ
バイスと、
　第３のデカップリングデバイスであって、該第３のデカップリングデバイスを通じて前
記エネルギーリザーバは前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータにＤＣ電
力を提供する、第３のデカップリングデバイスと
のうちの少なくとも１つをさらに含むＰＶ発電所。
【請求項８】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、
　第１のデカップリングデバイスであって、該第１のデカップリングデバイスを通じて前
記ＤＣ発電機は前記１つまたは複数の第１のＤＣ／ＡＣ３相コンバータにＤＣ電力を提供
する、第１のデカップリングデバイスと、
　第２のデカップリングデバイスであって、該第２のデカップリングデバイスを通じて前
記ＤＣ発電機は前記エネルギーリザーバにＤＣ電力を提供する、第２のデカップリングデ
バイスと、
　第３のデカップリングデバイスであって、該第３のデカップリングデバイスを通じて前
記エネルギーリザーバは前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータにＤＣ電
力を提供する、第３のデカップリングデバイスと
のうちの少なくとも２つをさらに含むＰＶ発電所。
【請求項９】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、
　第１のデカップリングデバイスであって、該第１のデカップリングデバイスを通じて前
記ＤＣ発電機は前記１つまたは複数の第１のＤＣ／ＡＣ３相コンバータにＤＣ電力を提供
する、第１のデカップリングデバイスと、
　第２のデカップリングデバイスであって、該第２のデカップリングデバイスを通じて前
記ＤＣ発電機は前記エネルギーリザーバにＤＣ電力を提供する、第２のデカップリングデ
バイスと、
　第３のデカップリングデバイスであって、該第３のデカップリングデバイスを通じて前
記エネルギーリザーバは前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータにＤＣ電
力を提供する、第３のデカップリングデバイスと
をさらに含むＰＶ発電所。
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【請求項１０】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、前記１つまたは複数の第１のＤＣ／ＡＣ３相コン
バータは、ＭＥＵＰＴコントローラを使用して動作する、ＰＶ発電所。
【請求項１１】
請求項１０に記載のＰＶ発電所であって、前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コ
ンバータも、ＭＥＵＰＴコントローラを使用して動作する、ＰＶ発電所。
【請求項１２】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コン
バータは、ＭＥＵＰＴコントローラを使用して動作する、ＰＶ発電所。
【請求項１３】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、
　該ＰＶ発電所は１つまたは複数のデカップリングダイオードの第１のセットと、１つま
たは複数のデカップリングダイオードの第２のセットとを含み、１つまたは複数のデカッ
プリングダイオードの前記第２のセットは１つまたは複数のデカップリングダイオードの
前記第１のセットとは異なり、
　前記第１のセットにおける前記１つまたは複数のデカップリングダイオードは、各々、
前記ＤＣ発電機から離れる向きの順方向を有し、前記ｘ　ＭＷ太陽電池ストリングの各々
は、前記第１のセットにおける前記１つまたは複数のデカップリングダイオードのうちの
対応する１つと関連し、
　前記第２のセットにおける前記１つまたは複数のデカップリングダイオードも、前記Ｄ
Ｃ発電機から離れる向きの順方向を有し、前記エネルギーリザーバと前記ＤＣ発電機との
間にさらに位置する、
ＰＶ発電所。
【請求項１４】
請求項１に記載のＰＶ発電所であって、前記スイッチングメカニズムは、前記エネルギー
リザーバの前記入力がオンであるときに、前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コ
ンバータの前記入力がオフであるように、且つ、前記エネルギーリザーバの前記入力がオ
フであるときに、前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータの前記入力がオ
ンであるように、前記エネルギーリザーバの前記入力及び前記１つまたは複数の第２のＤ
Ｃ／ＡＣ３相コンバータの前記入力を交互にオンにしオフにするように構成される、ＰＶ
発電所。
【請求項１５】
請求項１４に記載のＰＶ発電所であって、前記スイッチングメカニズムは、
　前記エネルギーリザーバの前記入力を制御する第１のスイッチと、
　前記１つまたは複数の第２のＤＣ／ＡＣ３相コンバータの前記入力を制御する第２のス
イッチと、
　前記第１のスイッチが所定の周波数でオンとなりオフとなるように制御するよう構成さ
れるデューティファクタアジャスタ（ＤＦＡ）と、
　前記ＤＦＡの位相を反転し、前記第２のスイッチが前記所定の周波数でオフとなりオン
となるように制御するよう構成される位相ずれロッキングモジュールと
を含み、前記デューティファクタアジャスタ及び前記位相ずれロッキングモジュールは、
前記第１のスイッチがオンであるときに前記第２のスイッチがオフであるように、且つ、
前記第１のスイッチがオフであるときに前記第２のスイッチがオンであるように、前記第
１のスイッチ及び前記第２のスイッチが交互にオンとなりオフとなるようにする、
ＰＶ発電所。
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